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平成29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）	

分担研究報告書	

	

高齢者における聴覚障害と総合機能・認知機能の包括的評価：	

難聴補正による認知症予防を目指した調査研究	

	

一人暮らし高齢者への民生委員による難聴・社会的関心度に関するアンケート調査	

	

研究分担者	 中島	 務	（国立長寿医療研究センター客員研究員、一宮医療療育センター長）	

研究分担者	 櫻井	 孝	（国立長寿医療研究センター	 もの忘れセンター長）	

研究分担者	 内田育恵	 （愛知医科大学耳鼻咽喉科准教授）	

研究分担者	 曾根三千彦（名古屋大学大学院医学系研究科・耳鼻咽喉科学教授）	

研究代表者	 佐治直樹（国立長寿医療研究センター	 もの忘れセンター副センター長）	

研究協力者	 鈴木宏和（国立長寿医療研究センター	 耳鼻咽喉科医長）	

研究協力者	 片山直美（名古屋女子大学家政学部食物栄養学科教授）	

Ａ．研究目的	

難聴は、社会的孤立の一因であり、認知症

になる危険因子と報告されている。また、日

本の高齢者の補聴器装用率は、欧米の約３

分の１といわれている。高齢者への適切な

補聴器適合が高齢化社会の日本で求められ

ているところである。本研究では、一人暮ら

し高齢者を民生委員は時々訪問しているこ

とに着目し、民生委員による一人暮らし高

齢者の難聴自覚や補聴器装用の有無、社会

的関心度についての調査結果をもとに検討

を行った。	

	

Ｂ．研究方法	

	 愛知県一宮市の大徳連区の一人暮らし高

齢者を対象に民生委員がアンケート調査を

２０１７年に行った。一宮市は、人口３８万

６千人で愛知県の西部にあり、連区では２

３に分かれている。今回、一宮市の最も西に

ある大徳連区（人口１万１千人：民生委員１

５人）でアンケート調査を行った。一宮市

は、２０１６年大学入試センター試験地理

Ｂに出題されたように、市の中心にＪＲと

名鉄がいっしょになった駅があり、周辺に

行くほどほぼ同心円様に田舎的になってい

くという状況になっている。	

研究要旨	

	 愛知県一宮市の大徳連区の一人暮らし高齢者を対象に民生委員がアンケート調査を２０１７年に

行った。１６１人からのアンケート結果が得られ、男性２５人、女性１３５人、性別記載なしが１人

であった。最高齢９９歳、最低齢６６歳、平均８０．６歳で、補聴器いつも使用７人、時々使用が７

人であった。７０歳代、８０歳代、９０歳代と年齢が上がるにつれて難聴の自覚が上昇していた。補

聴器使用者１４人のうち、聞こえで耳鼻科受診したのは７人のみであった。また難聴自覚の程度か

ら補聴器適応と思われても耳鼻科受診せず補聴器も使用していない人が少なくとも１０人いた。「最

近のニュースは何ですか？」に対する不正解率は、７０歳代７．１％、８０歳代１８．６％、９０歳

代では６３．６％であった。一人暮らし高齢者の難聴・認知症の問題に対応するにあたり民生委員

の協力はたいへん効果的で必要であると思われた。 
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	 アンケートの内容を表１に示した。民生

委員は、ふだん一人暮らし高齢者を時々訪

問しており、アンケートもわざわざこのた

めに訪問するのではなく日常的な訪問の中

でアンケートをとってもらった。調査の前

に、民生委員の会で調査の目的、調査法につ

いて説明し疑問点については返答した。な

お、市に民生委員の訪問を希望しないと報

告している一人暮らし高齢者および施設に

入った高齢者は、この調査の対象にはなっ

ていない。	

	 アンケート結果は、個人名がまったくわ

からない形で研究者が受け取って解析を行

った。調査に先立って杏嶺会一宮西病院の

倫理委員会の承認を得た。（承認番号

2017111）	

	

Ｃ．研究結果	

	 １６１人からのアンケート結果が得られ

た。男性２５人、女性１３５人、性別記載な

しが１人であった。年齢記載なしが１人あ

ったが、最高齢９９歳、最低齢６６歳、平均

８０．６歳で、補聴器いつも使用７人、時々

使用が７人であった。	

	 補聴器を使っている人も、補聴器なしの

状態で②	 現在の耳の聞こえはどうですか。	

③	 １対１の会話は聞き取れますか？	 	 	

④	 ４，５人の集まりで話がわかります

か？	 について年齢別にどうだったかを、

それぞれ表２、表３、表４にまとめた。それ

ぞれ、年齢がすすむにつれて聞こえが悪く

なっていく傾向が明らかにみられた。１対

１の会話に比べて４，５人の集まりでの話

の方が、聞き取りが悪くなっている。	

	 表５は、４，５人での話について	 少し聞

き取れる、もしくはほとんど聞き取れない	

と答えているが、耳鼻科受診せず、補聴器も

使用していない１０人の状況である。半数

が「最近のニュースは何ですか？」について

答えられない、もしくは不正解・古いであっ

た。	

	 表６は、補聴器使用者１４人の補聴器な

い状態とある状態での聞き取りの変化を示

したものである。１４人のうち、聞こえで耳

鼻科受診したのは７人のみであった。補聴

器使用で４，５人での会話が	 ３少し聞き

取れるから	 ２ほとんど聞き取れるに変化

したのは２人いたが、この２人は耳鼻科受

診していた。	

	 表７は、７０歳代、８０歳代、９０歳代に

おける「最近のニュースは何ですか？」に対

する正解、不正解の割合を示したものであ

る。不正解率は、７０歳代７．１％、８０歳

代１８．６％に対し９０歳代では６３．６％

であった。不正解の割合につきフィッシャ

ー検定で８０歳代は７０歳代より高く

(p<0.05)、９０歳代は８０歳代より高かっ

た(p<0.01)。	

	

Ｄ．考察	

	 一人暮らし高齢者において補聴器使って

いる人の半数が耳鼻科医を経由せず補聴器

を使っていた。また、補聴器の適応と思われ

る人で耳鼻科医にかからず、補聴器も使用

していない人が少なくとも１０人いた。最

近のニュースは何ですか？	 に答えられな

い人のうち４，５人での会話で、少し聞き取

れる、ほとんど聞き取れない、と答えた１３

人のうち	 補聴器を使っているのは４人に

すぎなかった。その４人のうち３人は聞こ

えのことで耳鼻科を受診したことがなかっ

た。以上のような状況から一人暮らし高齢
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者は、補聴器の適応であっても多くの人は	

補聴器適合検査を受けていない実態が明ら

かとなった。これが、一宮市の田舎である大

徳連区の特徴か、市の中心部の都市部では

異なるのかは今後の調査が必要である。	

	 今回の調査で「最近のニュースは何です

か」に答えられない人の割合は９０歳代で

は過半数で、９０歳代の一人暮らし高齢者

には特に注意が必要であることがわかった。

民生委員は、ふだん一人暮らし高齢者を

時々訪問しており、今回の調査もその一環

として行われた。２０１８年２月１３日、調

査を行った民生委員全員と結果報告かねて

会合をもったが、民生委員および一人暮ら

し高齢者に調査におけるストレスはなかっ

たとのことであった。また、民生委員から必

要なら「一度耳鼻科にかかってみたら」と呼

びかけることは問題ないとの発言もあった。

今後、一人暮らし高齢者に民生委員を経由

する調査を利用することにより、高齢者の

難聴・認知症の問題に貢献できると考えて

いる。	

	

Ｅ．結論	

	 難聴は、社会的孤立の一因で認知症にな

る危険因子でもある。日本耳鼻咽喉科学会

は、４０００人以上の補聴器相談医名簿を

ホームページに載せているが、病院や診療

所で待っているだけでは、高齢者全体の難

聴の問題は解決できない。一人暮らし高齢

者の難聴・認知症の問題に対応するにあた

り民生委員の協力はたいへん効果的で必要

であると思われた。	
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（資料）一人暮らし高齢者を対象にした聞こえの調査資料	

	

表１	 民生委員によって行われたアンケート内容	

① 補聴器を使ってみえますか？	

いつも使っている A	 時々使っている B	 使っていない C	

	

（補聴器を使ってみえる方も補聴器なしでの状態につき以下の②～⑤の質問に答えてください）	

② 現在の耳の聞こえはどうですか。	

1. よく聞こえる	

2. 時々聞こえが悪い感じがある。	

3. 聞こえが悪いので話がうまくできない。	

4. ほとんど聞こえない。	

	

③ １対１の会話は聞き取れますか？	

1. すべて聞き取れる	 	 	 	 	

2. ほとんど聞き取れる	 	 	 	

3. 少し聞き取れる。	 	 	 	

4. ほとんど聞き取れない	 	 	 	

	

④ ４，５人の集まりで話がわかりますか？	

1. すべて聞き取れる	

2. ほとんど聞き取れる	

3. 少し聞き取れる。	 	 	 	 	 	 	

4. ほとんど聞き取れない	 	 	 	 	

	

⑤ 一人でテレビをみるときニュースを聞き取れますか？	

1. すべて聞き取れる	

2. ほとんど聞き取れる	

3. 少し聞き取れる。	

4. ほとんど聞き取れない	

	

⑥ 聞こえが悪いことで耳鼻科を受診しましたか？	 受診した Y	 	 受診していない N	

⑦ 最近のニュースは何ですか。	 正解 OK	 不正解・古い F	 取り繕い T	 わからない W	

★補聴器を使っている人は、補聴器使っての②、③、④、⑤の質問にも答えてください。	

②（	 	 	 ）	 ③（	 	 	 ）	 ④（	 	 	 ）	 ⑤（	 	 	 ）	

年齢は（	 	 	 		 ）歳	 性別は	 	 男性 D、	 女性 J	
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表２.	表１の質問項目②「現在の耳の聞こえはどうですか」についての年齢別割合	

年齢	 人数	
１．よく聞こ

える	

	２．時々聞こえ

が悪い感じがある	

３．聞こえが悪

いので話がうま

くできない	

４．	ほと

んど聞こえ

ない	

66-69	 7	 100%	 0%	 0%	 0%	

70-79	 56	 71%	 27%	 2%	 0%	

80-89	 86	 51%	 36%	 10%	 2%	

90-99	 11	 27%	 27%	 45%	 0%	

	

表３.	表１の質問項目③「１対１の会話は聞き取れますか？」についての年齢別割合	

年齢	 人数	
１．すべて

聞き取れる	

	２．ほとん

ど聞き取れ

る	

３．少し聞

き取れる	

４．ほとんど聞

き取れない	

66-69	 7	 100%	 0%	 0%	 0%	

70-79	 56	 75%	 21%	 4%	 0%	

80-89	 86	 65%	 19%	 14%	 2%	

90-99	 11	 36%	 36%	 36%	 9%	

	

表４.	表１の質問項目④「４，５人の集まりで話がわかりますか？」についての年齢別割合	

年齢	 人数	
１．すべて

聞き取れる	

	２．ほとん

ど聞き取れ

る	

３．少し聞

き取れる	

４．ほとんど

聞き取れない	

66-69	 7	 86%	 14%	 0%	 0%	

70-79	 56	 61%	 29%	 7%	 4%	

80-89	 86	 48%	 28%	 20%	 6%	

90-99	 11	 18%	 36%	 9%	 36%	
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表５.	補聴器適応と思われたが、耳鼻科受診せず、補聴器も使用していない１０人の状況	

補聴器使

用	

耳の聞

こえ	

１対１

の話	

4，5 人

で話	

テレビ

のニュ

ース	

聞こえ

で耳鼻

科受診	

最近のニュ

ース	
年齢	 性別	

なし	 3	 3	 3	 4	 なし	 わからない	 93	 女	

なし	 3	 3	 4	 4	 なし	 わからない	 92	 女	

なし	 2	 2	 3	 2	 なし	 正解	 86	 女	

なし	 2	 1	 3	 1	 なし	 正解	 73	 女	

なし	 1	 1	 3	 1	 なし	 わからない	 83	 男	

なし	 3	 3	 3	 2	 なし	 正解	 80	 女	

なし	 2	 1	 3	 2	 なし	 正解	 82	 女	

なし	 2	 2	 3	 2	 なし	 正解	 81	 女	

なし	 2	 3	 3	 3	 なし	
不正解・古

い	
85	 女	

なし	 3	 3	 4	 3	 なし	 わからない	 99	 女	

この 10 人はアンケートで 4,5 人での話について少し聞き取れる、もしくはほとんど聞き取れないと答えた。耳の

聞こえ、１対１の話、4,5 人での話における数字は、表１アンケート②③④の質問の回答番号。	
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表６.	補聴器使用者１４人の補聴器がない状態と補聴器がある状態	

補聴器

使用	

耳の聞

こえ	

１ 対 １

の話	

4，5 人

で話	

テ レ ビ

の ニ ュ

ース	

聞 こ え で

耳 鼻 科 受

診	

最近のニュ

ース	

年

齢	

性

別	

いつも	 4➔2	 4➔3	 4➔4	 4➔1	 有り	 正解	 88	 男	

いつも	 3➔2	 4➔2	 4➔3	 4➔3	 なし	 不正解・古い	 95	 女	

いつも	 4➔2	 4➔1	 4➔3	 4➔2	 なし	 正解	 84	 女	

いつも	 3➔2	 3➔1	 4➔3	 4➔3	 なし	 わからない	 85	 女	

いつも	 3➔3	 3➔3	 3➔3	 3➔3	 なし	 正解	 84	 	 	

いつも	 3➔3	 3➔3	 3➔3	 4➔4	 なし	 正解	 88	 女	

いつも	 1➔1	 1➔1	 2➔2	 1➔1	 なし	 正解	 79	 女	

時々	 2➔2	 3➔2	 4➔4	 4➔2	 有り	 正解	 86	 男	

時々	 3➔?	 1➔?	 3➔?	 3➔?	 有り	 正解	 81	 女	

時々	 2➔?	 2➔?	 2➔?	 3➔?	 なし	 わからない	 82	 男	

時々	 2➔1	 3➔1	 3➔2	 2➔1	 有り	 正解	 78	 女	

時々	 2➔2	 2➔2	 3➔3	 3➔3	 有り	 正解	 85	 女	

時々	 3➔1	 3➔1	 3➔2	 2➔1	 有り	 正解	 82	 男	

時々	 2➔?	 3➔?	 3➔？	 3➔?	 有り	 わからない	 81	 女	

矢印の左側は補聴器ない状態、矢印の右側は補聴器ありの状態。？は記載がなかった例。	

耳の聞こえ、１対１の話、4,5 人での話	 における数字は、表１アンケート②③④の質問の回答番号。	

	

表７.	「最近のニュースは何ですか？」に	

対する正解、不正解の年齢別人数	

年齢	 不正解	 正解	

66-69	 1	 6	

70-79	 4	 52	

80-89	 16	 70	

90-99	 7	 4	

	

	

	
	
	
	
	
	
	


